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原子力安全委員会の安全目標案
 定性的目標案

 原子力利用活動に伴って放射線の放射や放射性物質の放散により公
衆の健康被害が発生する可能性は、公衆の日常生活に伴う健康リス
クを有意には増加させない水準に抑制されるべきである

 定量的目標案
 原子力施設の事故に起因する放射線被ばくによる、施設の敷地境界
付近の公衆の個人の平均急性死亡リスクは、年あたり百万分の1程
度を超えないように抑制されるべきである

 また、原子力施設の事故に起因する放射線被ばくによって生じ得る
がんによる、施設からある範囲の距離にある公衆の個人の平均死亡
リスクは、年あたり百万分の1程度を超えないように抑制されるべ
きである
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なぜ、確率で表すのか

 安全目標を健康被害の発生確率の抑制水準として
定めるのは、実際にそうした健康被害が生じるこ
とを容認するものではない

 安全目標をこのように定めることによって様々な
原子力利用活動に係るリスク管理者にそれぞれの
分野で健康被害の可能性を抑制するために行うべ
き活動の深さや広さを共通の指標で示すことがで
きるからである。
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安全確保活動の深さや広さを共通の指標で示す



津波堤防雨水せき止め浸水か?
 岩手県山田町船越の田の浜地区では、台風19号の豪雨で水
につかり、およそ50棟が浸水

 東日本大震災の津波で被害を受けたあとに整備された堤防
が台風の雨水などをせき止めたため住宅が浸水したと住民
が指摘

 堤防に面する住宅は東日本大震災で押し寄せた津波は最大
でも床上までの高さでしたが、今回の台風では多くの住宅
が２階近くまで水につかった
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出典：NHK web news
2019年10月15日
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安全目標専門部会が提案した性能目標
 原子炉であれば炉心の大規模な損傷事象の発生確率を評価するレベル

1PSA及び格納容器から大量の放射性物質が放散する事象の発生確率ま
で評価するレベル2PSA の結果核燃料サイクル施設であればそれぞれの
施設及び施設で起き得る事故の特性に応じた放射性物質の放散に関す
るリスク評価の結果のそれぞれについて、安全目標に適合しているこ
との判断のめやすとなる水準を、性能目標として検討し、示しておく
ことが合理的である。具体的には、以下のようなものが検討されるこ
とが適切である。

 ａ．原子炉施設の操業時に、重大な炉心損傷が発生する確率や大量の
放射性物質がある時間内に放散される事象が発生する確率

 ｂ．核燃料サイクル施設の操業時に、事故によって、短時間のうちに、
ある規模の放射線の放射や放射性物質の放散が発生する確率
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日本と各国の性能目標

7原子力規制庁、安全目標と新規制基準について （平成29年8月7日）による



安全目標:ACRSの提案（1980年10月）

 低い社会リスクは競合技術より低い
 個人のサイトリスクは十分小さい

 事故やがんの死亡リスク
 公平性（個人リスクの増加と直接的便益のバランス）

 安全設計では事故の防止と影響緩和を重視
 シビアアクシデントの確率が極めて低い
 大規模炉心溶融事故においても個人の死亡確率が極めて低い

 ALARAコストー便益基準による適切な対策
 リスクの評価では全ての事故を考慮、大きな不確かさを認識
 事故の可能性をさらに下げるインセンティブが働くこと

 技術に不当なペナルティを課さない
 社会への過度なコスト負担がない

 社会的・地域的資産の喪失も重要であるが、目標として提案せず
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社会的影響に関する目標
 大きな事故が発生した際に生ずる影響には、放射性物質の
拡散による、集団への健康影響のほかに、土地が汚染して
人々の生活空間が制限されるなどの影響があり、これを社
会的影響という

 社会的影響は定量化が困難である上に、目標とすべきリス
クの抑制水準についての議論が進んでいない。そこでこれ
を属性とする目標は定めていない

 このことはもちろん、本専門部会がそうした影響の考察が
重要でないと判断した結果ではない。

 様々な社会的リスクのうちのど範囲までを評価して規制に
関する意思決定に反映するべきかについてはさらなる研究
の進展が必要であるとされた。
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座談会のポイント

 安全目標と性能目標
 性能目標の役割、意味
 炉心損傷頻度、格納機能喪失頻度
 セシウム137の100TBq放出事象頻度

 原子力の利用に安全目標は役立つか、必要か
 シビアアクシデント
 公衆の健康リスク
 社会的影響
 社会の目標
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